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評価 比率 

美味しい 73.2 

普通 17.3 

美味しくない 0 

分からない 6.3 

表１世羅米の食味評価 
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【研究概要】 

農産物に限らず、国内市場は縮小しており、世羅町として米の海外販売推進を計画した。その

第一歩として台湾への販売可能性を探ることとなった。世羅町からは、世羅米の①味覚的な評価、

②価格（世羅町の農家にメリットのある販売価格となるか）、③輸入・販売業者との関係確立、④

世羅米としての独自ブランドの確立の可能性が求められ、①は好意的な評価を得た。②世羅米も

十分に可能であることがわかった。③は今後取引できる関係を確立した。④は店頭で試食ととも

に販売すれば十分購入されうることは判明した。ただ、ブランドに関する知名度の点では世羅は

ほぼなく、知名度の高い「広島」の利用は考えるべきであるとの結果にいたった。 

 

【研究内容・成果】 

 調査の概要である。本来１１月にフェアを実施する計画であったが、台湾の輸入・販売業

者との調整の結果、２月末・３月頭にずれ込み、そのためフォローアップの調査が不十分に

なった。具体的な調査内容は、①台湾の輸入・販売業者からの聞き取り調査、②台湾での日

本米の販売価格、日本での販売価格の比較、②台湾での試食販売（フェア）に基づくアンケ

ート調査の実施、④先進地事例の分析である。①～③は十分に行えたが、④については台湾

における販売方法の調査は出来た。だが、戦略の核心部分については他県の販売業者にアプ

ローチしたものの、機密も多く、実際、難しかった。 

 調査研究は下記のスケジュールで行った。 

 

（１）６月・７月 輸入・販売業者との関係確立 

         台湾での日本米販売価格のデータ収集 

（２）８・９月  輸入・販売業者とのフェア実施に向けての調整・打ち合わせ 

         世羅米以外の販売可能性のある商品の開拓 

         他県の販売方法の台湾における実地調査 

（３）１１月   フェア実施時期の確定（２月 28 日と３月１日 台北の百貨店食品店舗） 

（４）１月    販売価格の交渉など ６８０元での販売 

         アンケート内容の検討 

（５）２月・３月 フェアの実施 アンケート実施 アンケート集計・分析 

         台湾で販売されている日本米の日本での価格調査及び台湾での販売価格

の比較検討 

 

さて、課題提案者・世羅町からは、具体的に世羅米の①味覚的な

評価、②価格（世羅町の農家にメリットのある販売価格となるか）、

③輸入・販売業者との関係確立、④世羅米としての独自ブランドの

確立の可能性、であった。①は試食をともなったフェア（台北市内

のそごう復興館と天母館の食品コーナーにて実施）において表１の

ような好意的な評価を得た。約７割の試食者が高評価を示しており、

十分受け入れられる味であることは判明した。ただ、それがそのま

ま購買に結びつくものとはならない点は注意が必要である。 
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②だが、アンケート調査から１キロで２２５元までが最も売れる可能性のある価格帯であ

ることが明らかとなった。台湾では外国の米は主に２キロ単位で売られており、そのため 550

元（１元＝約 3.4 円）がその限界となる。日本の販売価格の倍の値段が台湾の売値にほぼな

るが、世羅米は日本では 1 キロ 440 円で売られていたおり、二キロに単純に換算すれば世羅

米は約５２０元である。その点で世羅米も十分に台湾で販売可能であることがわかった。た

だ、購買層は台北市及びその近郊の百貨店利用者に限定される。 

③はフェア実施を通じて今後取引できる関係を確立した。ただ、台湾の輸入業者は他県と

も多く取引をしており、また台湾全体での輸入枠が決まっており、密接な関係が築くことが

強く望まれた。ひとつの手法は、台湾では新鮮な野菜が恒常的に不足しており、その点で貢

献することが考えられる。 

④は、店頭で試食とともに販売すれば十分購入されうることは判明したが、単純に陳列し

販売するうえでは十分な競争力が世羅米にはあるものではなかった。ブランドに関する知名

度の点では「世羅」は６割以上の人間が知らず、逆に「広島」は約８割の人間が知っていた。

だが、問題は「広島」と原爆との結びつきで、販売業者は問題視しなかったが、消費者には

意識する者もいた。そのため世羅単体での地域ブランド確立の導入部分ではやや問題がある

ものの、知名度の高い「広島」の利用は考えるべきである。なお、表２に示すように日本米

の競争は激しく、世羅米の日本での高評価、特別栽培米等によって他の米との差異化を積極

的に行うことが必要である。 

④の台湾でのブランド確立については、国内でのバックアップ体制も重要である。台湾で

成功している事例では、海外販売を統括的に推進する組織が存在しており、世羅町には存在

しない。成功したブランドは県単位での長期的継続的取組を行っており、この点でも「広島」

ブランド確立が望まれる。同時に日本の情報が豊富な台湾では日本で世羅米の評価を高める

ことが台湾でのブランド確立に有効なことも確認できた。その成功事例がくまモンという強

烈なキャラクターを持つ熊本で、現在台湾では熊本産品の浸透は早い。 

 なお、他県の販売状況は下記の表のとおりである。 

 

表２「他県の販売米のブランドと価格」 

産地・ブランド 販売都市 台湾元 日本円換算額 

魚沼産コシヒカリ 台北 ７１９元 ２４４４円 

新潟コシヒカリ（新潟米輸出協議会） 高雄 ５８０元 １９７２円 

みるきーくぃーん新潟 高雄 ５９０元 ２００６円 

魚沼産玉木農園 台北 ８００元 ２７２０円 

佐渡産コシヒカリ 台北 ８００元 ２７２０円 

新潟恵っ子 高雄 ５５０元 １８７０円 

北海道の米 おぼろづき 台北 ５６０元 １９０４円 

北海道朧月雪蔵工房（雪室保存） 台北 ６５０元 ２２１０円 

北海道ゆめぴりか 台北 ６００元 ２０４０円 

あきたこまち（秋田美郷町） 台北 ５２０元 １７６８円 

あきたこまち JA うご 台北 ７００元 ２３８０円 

山形県つや姫 台北 ５８０元 １９７２円 

山形でとれた米 高雄 ６００元 ２０４０円 

島根県雲南産コシヒカリ 台北 ６００元 ２０４０円 

石見産コシヒカリ 台北 ５００元 １７００円 
 

                              ＊ 換算額 2014 年３月時点 


